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■活動目的■ 

 この塾の目的は、昨年度から引き続き、長

崎伝習所のＣＭを作ることでした。ＣＭは、

魅惑的なイメージによって視覚と聴覚を刺激

し、視聴者がまだ気づいていない未来の欲望

を呼び起こし、イメージに近づくためのアク

ションを起こさせることを目的に作られます。

ただし、イメージは決して嘘であってはいけ

ません。あくまで現実に忠実に、「あなたは

それでいいのですか？」といった、今の生活

に対する微かな不満への問いかけと、「こう

すればあなたは本来の自分を取り戻すことが

できるのです」という希望を控えめに提言す

ることに留める恭しさがＣＭ制作には不可欠

な の で す （参照 ： Berger, John.1972 Ways of 

Seeing. PENGUIN BOOKS LTD）。 

そのため、この塾では、手分けをして徹底

的に各塾に対する取材を行い、各塾活動の実

情に即した魅力的なイメージを探索すること

を大きな目標にしました。そして、魅力的な

イメージを発見できたら、それを短い映像作

品にまとめ、各塾のＣＭや長崎伝習所のＣＭ

として、マスメディアの協力を得て放送し、

ＣＭを目にした人びとに、長崎伝習所に対す

る興味と、塾活動に参加したいという意欲を

もってもらうことをめざしました。 

 

■活動内容■ 

まずは、取材の日程調整、撮影、編集とい

った一連の制作過程に責任をもつ各塾の担当

者を決めました。次に、塾生達が取材によっ

て見つけ出した各塾の魅力を、塾ごとに、わ

かりやすい形で１分間のＣＭにまとめました。 

そして、見つけ出した魅力的なイメージを、

塾生の個性を反映した長崎伝習所のＰＲ作品

として表現しました。 

最後に、制作した作品を、多くの方々に見

ていただくために、放送局に番組企画として

持ち込み、放送していただきました。また、

今年度は「長崎伝習所まつり」の公式ポスタ

ーやＴＶ番組を使った「長崎伝習所まつり」

の宣伝も当塾で担当させていただきました。 

 

■活動成果■ 

取材に伺ってみて、長崎伝習所の活動の根

底に、「多様な人間の存在と多用な才能への

アクセス：人々を混ぜ合わせる」ことを核心

にもつ「創造的都市」につながるエートスを

感じ、確認することができました。1970 年

代以降、モノを速く大量に売りさばくことで

世界を拡大し、人間を馴致させていくという

〈近代〉の手法に未来がないということが明

らかになりました。〈近代〉の甘い蜜と毒を

味わい尽くしてきたヨーロッパの諸都市では、

〈近代〉型ではない、持続可能な環境構築の

手がかりが模索され始めました（参照：Landry, 

Charles.2000 The Creative City: A Toolkitfor Urban 

Innovators.UK/USA:Earthscan Publications Ltd.）。 

取材に伺った多くの塾で、立場や意見の異

なる人々が同じ卓を囲み話し合うことが活動

の中心に据えられていました。特に、「ステ

ークホルダー」、「イノベーション」、「エ

コ名人」といった通常では耳にしない単語を

 



敢えて塾名に冠して活動されている塾では、

制度的には異なる職業や所属集団を持つ方々

が、時間の無い中で集い、<近代>型ではない

生活環境構築の可能性について知恵を出し合

うことが大きな目的となっていました。これ

らの塾のＣＭを制作する場合には、Landry

が指摘する都市が創造性を手に入れるために

は不可欠な、「集いの多様性」が、映像を通

して視聴者にアピールできるように工夫しま

した。 

また、Landry によると、ネットワークが、

創造的都市に有効な社会資本としての機能を

果たすには、「よそ者」と「内輪の者」の均

衡を見出すことが不可欠であるとのことです。

よそ者や若者の新鮮さと明晰さは、内輪の者

の所有感覚に根ざした深い知識と確固とした

アイデンティティに受け止められることで初

めて有効となります。「うんすんかるた」や、

「史跡」といった文化遺産の維持や普及に尽

力されている塾のＣＭでは、土地に根を下ろ

すことに責任と誇りをもって生きて来られた

方々を多く擁する長崎という土地の、新しい

ものを受け止めるための底力の維持と創造が

上手く伝わるように力を尽くしました。 

ＣＭ伝塾は、メディア・アートやメディ

ア・コミュニケーションを学ぶために、他の

地域から長崎にやってきた学生を中心に結成

されています。ビットの世界／ネットの世界

でのコミュニケーションや自己表現はお手の

物ですが、アトムの世界／リアルの世界での

発言や表現には不得手な者が多くを占めてい

ます。各塾の取材や、伝習所まつりの準備、

公式ポスターの制作、ＴＶ番組やスクリーン

での上映といった様々な活動を通して、よそ

者である当塾の塾生達のやりたいこと、表現

したいことに、根気強く付き合い、耳を傾け、

真摯な対応をしてくださったことに、深く感

謝いたします。塾生達は、名前、地位、立場、

身体を明確に提示して行う現実の議論や批評、

コミュニケーションに、最初はとまどい、不

安も感じたようでした。しかし結果的には、

匿名で顔を隠したネット上の言論界や批評会

で議論を重ね、作品の評価をしあうよりも、

大きな満足感とスキルアップを実感しており

ました。 

このような当塾の塾生達の成長する姿を皆

様に見ていただくことによってこそ、長崎伝

習所に参加することで得られる「良い変化」

や「本来の自分や人間関係」を取り戻す過程、

公的機関や大人との相互作用から得られる安

心感や安定感といった効果がＰＲできたので

はないかと考えております。 

最後に、技術的・産業的なハード面からで

はなく、芸術や心性といったソフト面から

〈近代〉がもたらした傷や歪みを癒すことに

目を向け、力を注ぐ若い人々の塾活動を取材

でき、長崎伝習所の底力と未来への潜在力を

紹介できたことを嬉しく感じたことを記して

おきます。 

私達の塾は今年度で活動を満期終了いたし

ますが、今後も長崎伝習所が末永く「創造的

都市」の礎を築かれていくことをお祈りいた

します。 

 

 

活動風景 



 

１．塾ＣＭ制作 

（１）発見！実現！ 体験楽習塾 

 森彩佳 

今回でカメラを持ったのがたったの３回目

で、撮影は戸惑うことが多かったです。カメ

ラの使い方を教えてもらいながら、どういう

画が使えるのかも分からず、興味深いオモチ

ャを触るような感覚で撮っていました。 

リアルタイムで変化する状況をカメラで捉

えることは、自分にとってはとても難しく悩

みました。また被写体の方々とどういう風に

接したら、うまく撮影が進むのかが一番の悩

みどころでしたが、塾のみなさんがとても協

力的だったので助かりました。 

道野慎悟 

楽習塾は、生きづらさを感じている青少年

の成長を目的とする塾です。メンバー塾生と

リーダー塾生にわかれて活動しています。メ

ンバー塾生が自己の魅力を発見し社会や他者

とのコミュニケーションの実現を塾活動で体

験していこうというものです。そのため取材

では、塾生の方々の笑顔との繋がりが現れて

いる部分を撮影することに重点を置きました。 

 野球や釣り、海水浴などアクティブな活動

を行う塾なので、塾生の表情や体の動きのあ

る映像を撮ることができました。また、この

塾は、毎回活動場所が異なるため、より多く

の映像素材を集めることができました。 

笑顔を撮影するためにこちらから積極的に

話し掛け、メンバー塾生の活動にも参加しま

した。このことが、本当の笑顔や真剣に取り

組む姿を撮影することに繋がったと思います。

取材した私も共に楽しむことで、塾生のみな

さんが、楽しむ瞬間を知り、その瞬間をカメ

ラに収めることができたのではないかと思っ

ています。 

 

取材日 

08 年8 月20 日：夏季集中セミナー準備 

森彩佳・道野慎悟 

08 年8 月27 日：夏季集中セミナー準備 

大平香織・森彩佳 

08 年8 月28 日：夏季集中セミナー/野球 

大平香織・森彩佳・道野慎悟 

08 年8 月29 日：夏季集中セミナー/海水浴 

大平香織・森彩佳・道野慎悟 

08 月12 月 10 日：冬季集中セミナー準備 

                        道野慎悟 

 

取材中！ 



 

（２）おはなし音楽塾 

重島加奈 

今回、長崎伝習所のＣＭ伝塾に参加し、初

めての取材、撮影、編集で分からないことだ

らけでしたがいろいろなことを学ぶことがで

きました。取材に積極的に協力して頂き、楽

しく取材することができました。実際にＣＭ

の制作に入ってみると「正面から撮影してれ

ばよかった」など編集中に後悔することがあ

りました。 

ＣＭでは「塾長をはじめ塾生の皆さんの雰

囲気、楽しそうに活動される様子を表現でき

ればいいな」と思いました。 

また、発表会での子どもたちや保護者の様

子も伝えることができればとも思いました。

撮影した映像を分割し、絵本のタイトルを順

番に表示するなどのテクニックを使って良い

作品になるように頑張りました。 

 

鶴田由佳 

 今回、おはなし音楽塾のＣＭを担当させて

頂きましたが、撮影も編集も初めてのことで

不安がありました。ですが、こういう機会が

なければ編集することもなかったかと思うの

でよかったです。実際に編集に入ってみると、

「こういうシーンが欲しかったな」とか「こ

こは顔のアップがよかった」など意見が出て

きて、撮影、取材の大切さがわかりました。 

編集では、『おはなし音楽会』で実際に演奏

されていた曲を使わせていただき、優しい感

じのＣＭになるように、塾生の方の笑顔など

も入れて工夫しました。 

 

編集中の二人 

 

 

編集画面 

 

 

企画についてのグループワーク 

 

取材日 

08 年08 月 20 日：長崎ブリックホール 

 08年 11 月14日：長崎県立図書館 

 09年 01 月31日：長崎県立美術館 

 

 



 

（３）「エコ名人を探せ！」塾 

森永真名美 

 今まで何度か撮影や編集作業に取り組んで

きましたが、取材させていただくという機会

が一度もありませんでした。今回初めて「取

材」を経験したので、何を撮影すればいいの

かなど事前に考えることができず、構想を考

えるのが非常に難しかったので、思ったよう

に上手く撮影ができませんでした。 

 不安な中での取材でしたが、「エコ名人を探

せ！」塾のメンバーの方々に、とても親切に

していただき落ち着いて撮影に取り組むこと

ができました。本当にありがとうございます。 

 今回取材したことで、視野を広げることが

でき、技術的にも精神的にも大きく成長する

ことができました。良い経験となったので、

今後の自分自身の活動にも生かしていきたい

と思います。 

 

編集中！ 

 

小林由香里 

定例会での塾生の活発な意見交換や、「み

どりのカーテン」「エコクッキング」など、

実践的な活動情報の取材ができました。 

取材を通して私までエコに興味が沸き、エ

コバッグを持ち歩くようになりました。楽し

そうにエコ活動に取り組んでいる塾生の皆さ

んの今後の活動が楽しみです。 

 

 

横尾西部自治会農園見学取材 

 

第１回取材 

 日 時：08年 09 月09日 

 場 所：長崎市民会館 

 取材者：森永真名美 

 内 容：エコキャンプ打ち合わせ 

第２回取材 

 日 時：08年 10 月16日 

 場 所：長崎市民会館 

 取材者：江口真奈美、小林由香里、 

古田友美・森永真名美 

 内 容：「緑のカーテンコンテスト」準備 

第３回取材 

 日 時：08年 10 月18日 

 場 所：長崎県総合体育館 

 取材者：小林由香里、森永真名美 

 内 容：緑のカーテンコンテスト当日 

第４回取材 

 日 時：08年 11 月11日 

 場 所：長崎市民会館 

 取材者：森永真名美 

 内 容：研修旅行打ち合わせ 

 

 

 



 

（４）長崎うんすんかるた塾 

松田太一 

 取材経験のない私達にも親しみやすく話し

かけていただき、うんすんかるたの遊び方も

丁寧に教えてもらいました。塾全体も親しみ

やすい雰囲気で、一般の参加者の皆さんも教

わりながら、一緒に楽しんでおられました。 

 実際にうんすんかるたを遊ばせてもらい、

とても頭を使うゲームで、気付くと真剣に取

り組んでいる自分がいました。親子の参加者

の方もみんな笑顔で取り組んでいるのを実際

にみて、大人から子供まで楽しめるものだと

知りました。スケジュールの都合が合わず、

結局１度しか取材に行くことができなかった

ことが残念です。うんすんかるたに興味を持

ってもらい、楽しさを伝えられる CM が作れ

ていればと思います。 

 

編集中！ 

 

堀池芙美子 

撮影当日に初めてお会いしたにも関わらず、

笑顔で私達に接してくださいました。事前準

備が忙しい中で、うんすんかるたの遊び方を

教えてくださり、とても撮影がしやすい環境

でした。撮影をするだけでなく、実際にうん

すんかるたを体験しました。カードが多く、

ルールが複雑だったので、最初は塾の方に教

えてもらいながらでした。「１人では絶対無

理！」と思っていましたが、最後には相手の

持ち札を推理して、どうやって勝とうか、と

考えられるほどになりました。大人だから、

経験者だから勝てるわけではないので、本当

に誰もが楽しめる遊びだと感じました。 

うんすんかるたの楽しさを伝えられ、１人

でも多くの人が興味を持ってもらえるような

CM になればいいなと思います。 

 

 

取材日 

日 程：08 年7 月21 日 

場 所：長崎歴史文化博物館 

取材者：松田太一・堀池芙美子 

内 容： 

 れきぶんカルタ大会にて一般の参加者と

のうんすんかるた遊びの撮影。 

 うんすんかるたの遊び方を教わる。 

 

 

カルタ大会取材 

 



 

（５）新長崎市の史跡探訪塾 

 中村真理子 

史跡探訪塾は、長崎の史跡について文献等

で調査を行い、実際に史跡のある土地を訪れ、

その研究結果を冊子にまとめるという活動を

行っていました。私は、塾長の田端さんに、

「この塾の魅力は？」とインタビューさせて

もらった際、「人との出会い」だとおっしゃっ

ていたことがとても印象深く、「出会い」の素

晴らしさを伝えられるようなＣＭにしたいと

思いながら、その後の制作に臨みました。 

実際の史跡巡りにも同行させてもらい、塾

生の方々が楽しそうに話をしながら歩いてい

て、この明るい雰囲気をうまく伝えられたら

良いな、と思いながらカメラをまわしました。 

編集では、『史跡探訪塾に参加した方が、そ

のときの写真を見て楽しかったことを思いだ

す』というコンセプトで作成させていただき

ました。この映像によって、出会いの素晴ら

しさやこの塾の良さがうまく伝わっていれば

良いなと、心から思います。 

 

活動懐古のイメージ・シーン 

湯川杏菜 

初めて自分で取材の依頼やそのためのアポ

イント取りなどを行いました。取材ももちろ

ん大変でしたが、そのための準備も重要なこ

とだと感じました。また、取材先の史跡探訪

塾の田端先生を始めとした塾の方々に、とて

も優しく温かく接して頂いたことにも感謝し

たいです。このような経験を来年度の塾生に

も味わって欲しいと感じました。 

 

史跡探訪取材 

末永真美 

私は、会議のほうには取材に行けませんで

したが、撮影ビデオを見て、塾生の皆さんが

真剣にそして、和気藹藹とした雰囲気で活動

を行われていてとても楽しそうな塾だと感じ

ました。史跡に同行取材した際には、その場

所の歴史を眼でみて確かめたり、塾生の方に

教えてもらったりと自分が知らない長崎を多

く知ることができました。 

撮影や編集ではこの塾の主な活動と和気藹

藹とした雰囲気をいかに伝えるか試行錯誤し

ました。撮影も編集も初心者だったためなか

なかうまく撮れてなかったり、編集の仕方が

全く分からずなかなか進まなかったけれども、

自分達ができる範囲でどうにか完成させられ

てよかったです。自分たちが作ったＣＭで史

跡探訪塾に興味を持ってもらえたら幸いです。

塾生には年配の方が多かったので、この CM

で若い人達の長崎の歴史への興味を喚起でき

れば、教え、教えられながら、もっと世代間

交流ができると感じました。 

取材日 

08年10月10日：会議撮影＆塾長インタビュー 

08年11月03日：「彼杵の荘」内の史跡探訪撮影 



 

（６）長崎ＥＳＴステークホルダー会議塾 

藤本美由紀 

この塾は、環境問題が進む今日、未来の長

崎市域における交通システムについて話し合

うことをテーマにしたものです。内容が難し

く、取材した映像がいつも会議の場面だった

のでCMで何をどう伝えればよいのか迷いま

した。しかし、塾長や塾生へのインタビュー

を通して、未来のことについて今からいろい

ろな立場の人が話し合うことが大切だと聞き、

次の世代の人の幸せを考えることや、そのた

めに塾で真剣に話し合う姿を伝えたいと思い

ました。持続可能な交通を目指す前提として

環境問題があるので、それを表現するために

CM の冒頭は CO2がしだいに増えるシーン

にしました。始めは、CO2の色を白色にして

おり、映像には青空が写っていたのですが、

深刻な問題なので暗いイメージにするため、

CO2を灰色にし、映像も青空が見えないもの

に変更しました。 

 

CO2問題を表現したシーン 

 

野中恵 

ステークホルダー会議塾の撮影は、ほとん

どの活動が会議のため、映像の変化がなくど

うしたら皆さんに伝わるのかで悩みました。

そこで、いろんな方々からアドバイスをいた

だき、交通の映像や横断歩道を渡る人々など

といったイメージ映像なども取り込むように

しました。しかし、撮影のときの天候だった

り、撮影しているときに車が通らなかったり、

歩いている人などのタイミングが合わないな

ど、思うような映像が撮れずに、日を変えて

何度も取り直しをしました。そして、ステー

クホルダー塾の成果発表のフォーラムでは、

定例会のときとはまた雰囲気が変わり、いい

映像が撮れたと思います。 

また、ステークホルダー塾は会議塾という

ことで、どうしても難いイメージを持たれる

方が多いかと思います。しかし、取材してい

て思ったことは「『長崎の未来』を老若男女問

わず話し合っていく」という、同じ目標を持

ち集まることで、コミュニケーションの場に

もなっているということです。会議の様子に

加えてその楽しさも1分のＣＭで上手く伝え

られたらいいなと思いました。 

 

取材日：会議撮影＆塾長インタビュー 

08 年07 月 29 日、08 年 08 月 26 日、 

08 年12 月 03 日、08 年12 月20 日  

イメージ映像撮影： 

08 年10 月 15 日、09 年01 月17 日 

 

会議撮影中! 



 

（７）ながさき・ぶらんど物語 

（イノベーション）塾 

濱田希 

谷口塾長をはじめ、気さくな方ばかりでし

たので、毎回の話し合いは和やかで笑いが絶

えず、取材させていただきやすかったです。

その影に、会をスムーズに進行し、誰もが発

言しやすい柔らかい会となるように心を尽く

されていた塾長を補佐する梅元さんのやさし

さがあるのではないかと思いました。 

和やかな会合ではあっても、皆さんの「グ

ラバー」ドラマ化への熱意は非常に強く、そ

の話をするときばかりは強い眼差しで熱意の

こもった話し方をされていたことが特に印象

に残りました。取材に伺った私たちも、この

プロジェクトが実現に向うことを本当に願っ

ております。また、一丸となって同じ目標に

向かって奮闘している方々を間近で応援でき

る経験ができて嬉しかったです。貴重な話し

合いに同席させていただき、本当にありがと

うございました。 

 

会議の熱気を象徴したシーン 

 

東藤理恵 

イノベーション塾では、長崎を今までとは

異なったあらゆる目線から見つめなおすこと

ができました。その中でもトーマス・グラバ

ーの大河ドラマ化は活気あふれており、毎回

塾に参加する度、実現するのが楽しみになっ

ていきました。翻訳からのスタートが、たく

さんの人々の繋がり合いと協力で、具体化さ

れていく過程に立ち会えたことを嬉しく思い

ます。 

取材では毎回学ぶことが多いです。長崎を

真剣に見つめ考え、行動する、その活動のど

真ん中にいるように感じさせてくれます。県

外出身の私にとって、イノベーション塾の皆

様と知り合えたことは長崎をより知るきっか

けになったと言えるでしょう。今後のさらな

る発展と、大河ドラマ化実現を心より願って

います。 

 

事務作業中 

取材日 

08 年07 月 09 日：東山手地球館2 階 

08 年10 月 15 日：東山手地球館2 階 

 08年 12 月10日：東山手地球館2 階 

 

 

撮影の練習中



 

２．長崎伝習所ＣＭ 

まつりング                             道野慎悟・森彩佳 

 

この CM はテレビ番組宣伝用に制作した CMです。CM 伝塾を除く７つの塾を紹介するととも

に、「長崎伝習所まつり」を告知するためのものです。 

 制作で苦労した点は、各塾の取材テープを収集することと、それぞれどのシーンを CM に組み

込むか選択することでした。 

約３０秒の尺に７つの塾紹介を組み込むため、各塾の活動目的やその内容、魅力が一目でわか

るようなシーンを選択しなければなりません。そのために取材テープをしっかりと確認し、長崎

伝習所 HPなどから各塾の情報を集めました。尺を伸ばすことも考えましたが、３０秒という制

約の中で自分がどこまでやれるのかを試す CM 制作にもなりました。 

 映像表現に試行錯誤し、随分と制作に時間がかかってしまいましたが、結果的には極力無駄を

排除したシンプルで視聴しやすい CMになったと自分では思っています（道野）。 

petit                             小林由香里・江口真奈美 

 

 

 

お菓子を使ったストップモーションアニメに挑戦しました。思い描いているような画がなかな

かとれず、映像制作の難しさを実感することとなりました。未熟さが見て取れる映像ですが、試

行錯誤をしながら作り上げたのでそれだけは満足しています。 

伝塾メンバーと協力して作り上げた映像作品の思い出は深く心に残るものだと思います。いろ

いろな方と関わり合えたことも良い経験でした（小林）。 

 どのように撮ればお菓子が「動く絵」として自然に見ることができるようになるかということ

を考えながら、撮影・編集を行いました（江口）。 



 

アウトプット                       森彩佳・高橋美鈴・松田太一 

 

 

 

 

 

絵を描くことが好きな３人が集まってアニメを作りました。内容は受け身で押し込みの教育体

制に不満を持つ主人公が学校を捨て、自分が創るもので道を進むというものです。今回はじめて

パソコンのソフトを使って素材をアニメーションさせました。使い方も良くわからず作り始め模

索状態の制作だったので、思うような動きを作れず妥協の連続でした。自分は小学校のころから

絵を描いてましたが、動画を作り始めたのは大学生になってからなので、動画のデザインはまっ

たく未知でした。編集していく中で、静止画を描くことと動画を描くことは、また違った思考能

力がいるのだということがわかりました。動画に向いている構図、効率よく動きを作るノウハウ、

メリハリのあるモーション、３Ｄ的発想など、今回の制作で得られたものはかなりのものでした。

今回のアニメでは実践できませんでしたが、これらの学べたことを生かしてこれからのモーショ

ングラフィック制作に当たろうと思います（森）。 

 初めてのアニメーション制作だったので、みんなでアイディアを出し合ったり、それらを合わ

せた絵コンテを描いたりするのが楽しかったです。作画は背景の教室を担当して、自分の昔の教

室を思い出しながら描きました。黒板から本棚が出てくるシーンは、機械のような動きをうまく

再現できたと思います。自分の作業が遅くて、ほかのみんなに迷惑を掛けてしまい申し訳なく思

います。でも、完成した映像が動いているのを見ると、感動しました（松田）。 



 

３．長崎伝習所まつり 

（１）公式ポスター 

  

今まで自分が絵を描くときはフォトショップで描いていましたが、ポスターということで今回

はペイントソフトではなくドローソフトに挑戦しました。いろいろな案を描きましたが、初期は

メインビジュアルがうまく描けなかったり、余白の扱い方が下手だったり、フォント選びに困っ

たりと、紆余曲折がありました。最終案では、人間を描くのが得意なので塾長達をモチーフに描

きました。長崎伝習所は、伝習所という一つのものではなく各塾の集合体のようなものだと思う

ので、それぞれの塾を集めるという点で、塾長達を集合させる案は良かったのではと思います。

ポスターを作っていく中で、自分ひとりではおかしい箇所に気づけませんでしたが、先生や先輩、

友人達、さらには伝習所の方々の助言のおかげで、細かいところまで調整できました（森彩佳）。 



 

（２）スタンプラリー用シール 

    

発見！実現！ 

体験楽習塾 

おはなし音楽塾～ 

親子で楽しむ音楽 

ものがたり～ 

「エコ名人を探せ！」

塾 

長崎 

うんすんかるた塾 

 
 

 
 

新長崎市の史跡 

探訪塾 

長崎 EST ステーク 

ホルダー会議塾 

ながさき・ブランド 

物語（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）塾 
CM 伝塾 

最初はスタンプラリーということでしたが、各塾から頂いた案がとても鮮やかだったので、そ

れをいかすためにシールに変更しました。シールは「案」をスキャン、フォトショップで編集し、

本来は QRコード用に使われているプリンタラベルに印刷して作成しています。最初はどうなる

か不安でしたが可愛らしくできたと思います（高橋美鈴）。 

 

（３）CM 伝塾成果作品集 DVDパッケージ 

 
 

CM 伝塾のロゴやジャケットを制作させていただきました。今回のロゴは明るくポップなイメ

ージで制作を進めてまいりました。学生が手がけたひとつひとつの CMにそれぞれ個性があり、

その CM ひとつひとつを長崎の多くの人々に愛してもらえたらいいなという願いがこもっていま

す。CM 伝塾の DVDを手にとってくださった人々、CM を見てくださった人々へ少しでも元気

を届けることができたら幸いです(松下かほり)。 

 



 

（４）ぷりくら 

 

 

お客さんが楽しめるものをと思ったので、いろんなタッチのイラスト

を塾生からいただいて、プリクラ用に加工させてもらいました。操作方

法も簡単になるように、画面構成も工夫しました。たくさんの人に来て

ほしいと思います（松田太一・堀池芙美子）。 

 

（５）パネル 

 

模造紙２枚分のパネルをどう埋めるか悩みました。私たち CM伝塾では各塾取材・撮影を行っ

て CM 作成しています。今回は私たちがどのようなところへ足を運び、どんな CM を作ってい

るかを紹介しています。それぞれ見たもの感じたものは違いますが、取材を通して貴重な経験を

させていただき多くのことを学んだことは確かです。CM 作品では各塾の個性も見られます。完

成作品すべてを紹介することはできませんでしたが、その一部を掲載しています。動画から切り

取ったため写真が見にくくなってしまったのが残念です。取材地の様子も貼っています。パネル

で、CM 伝塾の活動内容や CM 製作の様子を知ってもらい興味を持っていただければ幸いです。

最後に、私たちにこれだけ濃い内容で、多方面に渡り学ぶ場を提供してくださった塾のみなさま

に感謝します（東藤理恵）。 

  



 

４．総括 

浜本梓 

今回初めて、ＣＭ伝塾に参加しました。卒

業以来久しぶりに学校を訪れたので、とても

懐かしかったです。卒業してからは、映像に

携わることもなかったので毎回楽しみにして

いました。学生のみなさんに交じって作業す

るのも新鮮でとても楽しかったです。また機

会があれば参加したいと思います。 

 

長崎伝習所まつり実行委員 野中恵 

今回の「伝習所まつり」では初めて、塾生

が自ら計画・準備などをすることになり、月

に１、２回実行委員会をひらき、「まつりのテ

ーマ」から「どうしたらまつりが成功するか」

など、何度も何度も話し合いを重ねてきまし

た。ときには意見が分かれたりして、思うよ

うに話が進まなかったりすることもありまし

たが、実行委員会を開くことで他塾との交流

の場ができ、またお互いに良い刺激を受け、

各塾の活動に活気が出てきたように感じまし

た。 

 

会計・連絡係 渡部奈央 

私は昨年から引き続き、ＣＭ伝塾に２年目

の参加でした。今年は主に、会計、連絡係、

毎月の集まりの日程調整などをしました。昨

年と違って作品づくりなどには参加できませ

んでしたが、責任のある仕事ができてよかっ

たと思っています。 

また、今年は塾の代表として研修（九州創

発塾鹿児島大会）にも参加しました。日頃関

わることのできない方々とお話ができたり、

九州の未来について考えることができ、視野

を広げる大変よい機会になりました。 

このように、今年もＣＭ伝塾に参加し、様々

な方と出会い、充実した活動をすることがで

きたと思います。これからも、この２年間で

学んだ多くのことを活かしていきたいと思い

ます。

 
副塾長 掛江祐未 

昨年から引き続き参加させていただき、今

年で２年目の活動となりました。昨年は先輩

方がおられ、わからないことがあればすぐに

教えてもらえる状況でした。編集だけをして

いればよいと思っていた自分は先輩に頼って

ばかりでした。なんとか乗り切ってきた状態

から、今年は自分が一番上の学年になり、昨

年とは逆の教える立場になりました。自分で

するのと、教えることは大きく違いました。

自分ではできるのに、他人に教えるというこ

と、言葉にするということはとても難しく苦

労しました。 

 副塾長という立場で、がんばらせていただ

きましたが、取材にいくことがなかったため、

他の塾生との関わりが少し足りなかったかな

とも思います。編集初心者の塾生が多い中、

教えてあげられなかったことが多く、少し後

悔が残ります。全員集まれる機会も少なく、

コミュニケーション不足だと感じたこともあ

りますが、笑顔で乗り切れ多くの人と関われ

たことは私にとっていい思い出になりました。 

 私は、今年から就職します。大学生活では

毎日映像編集をしてきましたが、就職と同時



 

にその生活から離れることになります。最後

まで映像編集という自分の好きな分野に携わ

れたのは、この伝習所のおかげだと思ってい

ます。良い映像とは何か。未だに見つけるこ

とができませんが、楽しみは見つけることが

できました。ここで得た経験をもとに、就職

してもがんばっていこうと思います。 

 

 TV 番組出演 森彩佳 

私の声は視聴者に届いているのかな。私

はそう感じながら質問に答えていました。

話すことは決まっていたはずなのに、いざ

スタジオに入ると頭と口が上手く回らず、

喋りながら自分の声がとても小さいことを

認識できました。 

 本番は約10分の尺をもらっていたので

すが、実際は8分ほどで、少し物足りない

感じもしました。この状況でも、共に出演

した吉田塾長は伝えるべきことを的確に伝

え、持ち前の明るさも出ていました。その

点私は、言葉を選ぶ余裕もなく、自分の本

心が語れていたとは思いません。 

 

番宣用作品の制作 道野慎悟 

 私達CM伝塾の役割は、長崎伝習所を第

３者に伝えることです。例えば、私が楽習

塾を第３者に伝えることになった場合、ま

ずは私にその塾の活動目的や魅力が伝わっ

ていなければなりません。要するに、塾の

活動目的や魅力を知って、その意義をしっ

かりと受け止めておく必要があるのです。

そうすることで初めて、楽習塾の本質を第

３者に伝えることができると私は思います。 

 しかし、そこで私はもどかしさを感じて

しまいます。どうすれば上手く伝えること

ができるのだろうか、より効果的に伝える

ためにはどうすればよいのか。伝えたいも

のはたくさんあるし、その情報には価値も

ある。でもなかなか上手く伝わらない。そ

ういうもどかしさです。今回の番組宣伝で

ももっと上手く宣伝できたはずなのに、声

で伝えるという技術が不足していたため、

CM伝塾塾生としての役割を果たせなかっ

たと思います。このもどかしさを克服する

ため、積極的に人と話し、その人のことを

知ることから始めたいです。 

 私の１日のテレビ視聴時間は、約６時間で

す。見たいテレビ番組をもとに、その日のス

ケジュールは構成されます。そんな私がテレ

ビ局と関わりを持ち、学生レポートとして映

像制作をさせていただくことになりました。

それはちょうど１年前の出来事です． 

 私に声をかけてくださったのは、NBC長崎

放送制作「あっ！ぷる」のプロデューサーで

ある林田さんでした。経験も技術もない私に、

なぜ映像制作の話を持ちかけてくださったの

はわかりませんが、林田さんからお誘いの電

話を受けたとき、私の作品が良かれ悪かれ他

者に届いていたという事実に感動しました。

今後も映像制作の道を進むことに決めていた

私は、すぐにお願いしますと返事をしました。 

 １年間で３つの特集を「あっ！ぷる」内に

て、制作させていただきました。学生レポー

トという形で、現在の学生の価値観や考えな



 

どを映像にまとめたのが２つ。１つ目は、お

笑い芸人を目指す女子学生を主役に、大学生

の就職観と就職状況をレポートしました。２

つ目はゼミサミットと題して、大学内の国際

ジャーナリズムを専門とするあるゼミに協力

を要請し、当時話題であったイラク情勢と日

中関係について議論していただきました。こ

の企画のねらいは、自分と世界情勢をどの程

度関連させて日々を過ごしているのかを明ら

かにすることと、教員が伝えたいものと学生

が教わりたいものにギャップはないのかをレ

ポートすることにありました。 

 ３つ目は、長崎伝習所に関する特集でした。

長崎伝習所の在り方や社会的意義、各塾の目

的や成果、長崎伝習所まつりの意味を映像と

スタジオトークでまとめました。私は CM 伝

塾に所属しており、その活動は長崎伝習所を

PRすることです。PRの１つとして特集を組

んでいただきました。 

 どの作品も林田プロデューサーの助言と手

直しがあったからこそ、完成したものです。

私はただ映像素材を集め、必要書類を作成し、

その他の調整を行っただけだと今は感じてい

ます。しかし、このNBCとの１年間の関わ

りからは実に多くの、そして価値ある経験が

できました。学生時代だったからこそ実現可

能であり、映像経験が少なかったからこそ吸

収できた技術があったのです。 

 コーヒーを飲みながら、昼飯を食べながら、

お酒を飲みながら、私は私の映像制作に対す

る想いと信念を林田プロデューサーに伝えま

した。同時に、林田さんから学べる知識や盗

める技術はないかと考えながら、お話をして

いました。林田さんの言葉１つ１つが私を成

長させてくれました。人物をただ映し出すだ

けではなく、その人物を語るような撮影方法

と演出をすること。説明だけに終わらず、視

聴者がもっと知りたいと感じる工夫をするこ

と。私が１日６時間もテレビを見ていられる

理由が今ならわかります。  

５．塾会議開催日程 

日付 会議・イベント名 参加人数 内     容 

04/29 準備会議 14 名 平成 20 年度の方針について打ち合わせ。 

05/08 第一回塾会議 24 名 開所式に出席後各塾に分かれて打ち合わせ。 

05/17 第二回塾会議 19 名 自分達のプロモーション・ビデオを制作。 

08/07 第三回塾会議 15 名 取材成果の検討と取材計画の吟味。 

10/16 第四回塾会議 １２名 取材成果の検討と取材計画の吟味。 

12/13 第五回塾会議 １3 名 伝習所まつりの企画、取材成果の検討。 

01/24 第六回塾会議 8 名 伝習所まつりの企画検討。 

02/26 第七回塾会議 13 名 
報告書の内容検討。「あっ！ぷる」、 

「できたてＧopan」出演の反省会 

注）各塾への取材日程は、取材担当者が記した成果報告の中にまとめてある。 

また、上記以外に取材準備・取材ＶＴＲの編集、ＣＭに必要なイメージ映像や画像の作成・撮影・

編集等を行っている。 





ＣＭ伝塾 

塾長 吉光 正絵 

1 石井 順子 21 堀池 芙美子   

2 江口 真奈美 22 松下 かほり   

3 太田 裕子 23 松田 太一   

4 大平 香織 24 道野 慎悟   

5 掛江 祐未 25 三宅 理絵   

6 小林 由香里 26 森 彩佳   

7 重島 加奈 27 森永 真名美   

8 末永 真美 28 山口 花湖   

9 高橋 美鈴 29 湯川 杏菜   

10 田嶋 千裕 30 米森 仁美   

11 釣船 みゆき 31 渡部 奈央   

12 鶴田 由佳  
 

  

13 東藤 理恵  
 

  

14 中村 真理子  
 

  

15 西村 文男  
 

  

16 野中 恵  
 

  

17 濱田 希  
 

  

18 濱本 梓  
 

  

19 藤本 美由紀  
 

事務局員 
総合企画室 

田中 祐介 
20 古田 友美  

 

 


